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本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ
　
徳
和
工
業
株
式
会
社
は
、
左
官
の
専

門
会
社
で
あ
り
、
左
官
の
技
能
向
上
・

経
験
の
蓄
積
が
も
っ
と
も
重
要
な
経
営

資
源
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
高
齢
従
業

員
の
戦
力
化
の
必
要
性
を
見
越
し
て
、

定
年
年
齢
を
着
実
に
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
全
社
的
に
「
健
康
経
営
」
に
注

力
し
て
、
従
業
員
に
と
っ
て
働
き
や
す

い
職
場
環
境
を
整
備
し
て
き
た
。

　
高
齢
従
業
員
を
特
別
扱
い
せ
ず
、
差

別
・
区
別
を
し
な
い
と
い
う
同
社
の
経

営
理
念
が
、
高
齢
従
業
員
の
プ
ラ
イ
ド

の
維
持
を
支
え
る
と
同
時
に
意
欲
を
喚

起
し
、
業
績
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

　
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
。

（
１
）
高
齢
従
業
員
が
持
つ
長
年
の
経

験
や
専
門
的
技
能
の
重
要
性
を
早
期

か
ら
認
識
し
、
２
０
０
６
（
平
成

18
）
年
に
65
歳
定
年
、
２
０
１
０
年

に
は
70
歳
定
年
へ
と
引
き
上
げ
た
。

ま
た
同
年
、
健
康
面
に
問
題
が
な
い

こ
と
を
条
件
に
、
定
年
後
の
75
歳
ま

で
の
再
雇
用
制
度
を
導
入
し
た
。

（
２
）
再
雇
用
者
の
賃
金
は
日
額
制
と

し
、
定
年
時
の
賃
金
か
ら
大
幅
に
下

が
ら
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
、
賞
与
の

支
給
率
は
定
年
後
も
現
役
と
変
わ
ら

ず
に
、
年
２
回
支
給
さ
れ
る
。

（
３
）
35
歳
以
上
の
従
業
員
に
、
法
定

外
健
診
（
頭
部
Ｃ
Ｔ
な
ど
）
を
会
社

負
担
に
よ
り
毎
年
一
項
目
実
施
。
ま

た
、
年
に
1
回
全
従
業
員
の
投
票
に

よ
り
、安
全
衛
生
面
で
優
れ
た
行
動・

実
績
を
示
し
た
者
を
選
出
す
る
「
水

平
的
評
価
制
度
（
15
頁
参
照
）」
を

実
施
し
て
お
り
、
安
全
管
理
に
対
す

る
意
識
向
上
を
推
進
し
て
い
る
。

（
４
）
60
歳
以
上
の
高
齢
従
業
員
９
人

の
う
ち
、
２
人
が
登
録
左
官
基
幹
技

能
者
で
あ
り
、
４
人
が
一
級
左
官
技

能
士
で
あ
る
。
こ
の
６
人
の
従
業
員

に
は
、
定
年
後
も
保
有
資
格
の
更
新

手
続
き
を
優
先
し
て
実
施
さ
せ
、
こ

れ
ま
で
つ
ち
か
っ
た
能
力
を
保
持
し

て
も
ら
う
よ
う
務
め
て
い
る
。

企
業
の
沿
革
・

事
業
内
容

Ⅱ
　
同
社
は
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
に

旧
徳
和
工
業
株
式
会
社
仙
台
支
店
と
し

て
創
業
さ
れ
た
。
１
９
９
２
年
に
現
在

企業プロフィール企業プロフィール

徳和工業 株式会社
（宮城県仙台市）

◎創業　1992（平成４）年
◎業種　左官工事業
◎従業員数　39人（2018年4月1日現在）
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（ 内　訳 ） 60～64歳 5人 （12.8％）
 65～69歳 3人 （7.7％）
 70歳以上 1人 （2.6％）

◎定年・継続雇用制度
定年70歳。就業規則等により一定条件のもと75歳まで再雇用。
現在の最高年齢者は73歳

高年齢者雇用開発コンテスト
平成30年度
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く

和わ

工
業 

株
式
会
社
（
宮
城
県
仙
台
市
）

健
康
経
営
に
注
力
し

高
齢
者
が
技
術
を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
を
実
現

高齢・障害・求職者
雇用支援機構理事長表彰

優秀賞
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の
徳
和
工
業
株
式
会
社
と
し
て
新
た
に

出
発
し
た
が
、
そ
の
際
、
前
身
の
業
務

を
包
括
的
に
移
管
し
た
。

　
左
官
工
事
を
専
門
と
し
、
個
人
住
宅

で
は
な
く
、
主
と
し
て
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら

の
発
注
に
よ
る
大
規
模
物
件
で
あ
る
集

合
住
宅
、
庁
舎
、
病
院
な
ど
の
施
工
を

主
力
業
務
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

仙
台
市
立
病
院
、
東
北
大
学
総
合
研
究

棟
な
ど
の
大
規
模
施
設
を
手
が
け
た
ほ

か
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
な
ど
の
左
官

工
事
を
施
工
す
る
な
ど
、
社
会
貢
献
を

果
た
し
て
き
た
。

　
高
い
技
術
力
に
は
定
評
が
あ
り
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
脱
水
処
理
を
施ほ

ど
こ

し
、
路

面
の
強
度
を
高
め
る
「
真
空
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
法
」
は
、
宮
城
県
内
で
も
数

社
し
か
取
り
扱
っ
て
い
な
い
難
度
の
高

い
工
法
で
あ
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と

進
め
方

Ⅲ
　
同
社
の
従
業
員
構
成
は
２
０
１
８
年

４
月
１
日
時
点
で
39
人
で
あ
り
、
全
従

業
員
の
約
23
％
に
あ
た
る
９
人
が
60
歳

以
上
。
そ
の
う
ち
１
人
が
70
歳
の
定
年

後
の
再
雇
用
者
で
あ
る
。
高
齢
従
業
員

は
長
年
の
経
験
か
ら
、
不
具
合
の
発
生

へ
の
対
処
な
ど
突
発
的
事
態
に
対
応
す

る
力
が
優
れ
て
い
る
。
作
業
の
品
質
を

保
持
す
る
う
え
で
も
欠
か
せ
な
い
戦
力

と
な
っ
て
い
る
。

　
効
率
よ
く
実
力
を
発
揮
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
高
齢
従
業
員
に
は
高
所
作
業

を
避
け
床
面
で
の
作
業
を
任
せ
る
な

ど
、
体
力
、
身
体
面
に
対
す
る
配
慮
を

心
が
け
て
い
る
。

　
高
齢
従
業
員
は
、
経
験
や
技
能
に
加

え
て
対
人
折せ

っ

衝し
ょ
う

な
ど
の
能
力
も
高
く
、

単
独
で
現
場
に
派
遣
し
た
際
、
施
工
主

か
ら
「
ま
た
現
場
に
来
て
ほ
し
い
」
と

い
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
貴
重
な
戦
力
で

あ
り
、
会
社
も
厚
い
信
頼
を
寄
せ
て
い

る
。

　

な
お
、
同
社
は
健
康
上
の
問
題
や
、

作
業
上
の
負
担
は
配
慮
す
る
も
の
の
、

高
齢
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

の
た
め
、
あ
え
て
高
齢
従
業
員
と
そ
れ

以
外
の
従
業
員
間
で
、
勤
務
時
間
な
ど

の
差
別
化
を
行
っ
て
い
な
い
。
高
齢
従

業
員
に
と
っ
て
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
働

け
る
環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
勤
続
年

数
が
長
い
従
業
員
が
大
半
を
占
め
、
平

均
勤
続
年
数
は
20
年
を
誇
る
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

・
定
年
制
度

　
専
門
技
術
を
提
供
し
て
い
る
同
社
に

と
っ
て
、
従
業
員
の
経
験
・
専
門
的
技

能
は
経
営
の
要
で
あ
り
、
従
業
員
が
蓄

積
し
て
き
た
経
験
・
専
門
的
技
能
を
高

齢
に
な
っ
て
も
活
用
す
る
た
め
、
早
期

か
ら
定
年
の
引
上
げ
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
設
立
当
時
は
60
歳
だ
っ
た
定

年
年
齢
を
、
業
界
と
し
て
は
い
ち
早
く

２
０
０
６
年
に
65
歳
、
２
０
１
０
年
に

は
70
歳
に
引
き
上
げ
た
。

・
再
雇
用
制
度

　
定
年
後
も
本
人
が
希
望
し
、
健
康
に

問
題
が
な
い
か
ぎ
り
、
75
歳
ま
で
１
年

更
新
で
再
雇
用
す
る
制
度
を
２
０
１
２

年
に
導
入
し
た
。
健
康
上
の
問
題
の
有

無
は
、
年
に
１
回
の
健
康
診
断
の
結
果

や
、
日
ご
ろ
の
様
子
も
含
め
て
会
社
で

判
断
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
健
康
面

の
問
題
で
再
雇
用
さ
れ
な
か
っ
た
例
は

な
い
。

・
処
遇
（
賃
金
、
賞
与
、
退
職
金
）

　
再
雇
用
者
に
つ
い
て
は
全
員
日
額
制

と
し
、
定
年
時
の
賃
金
も
考
慮
し
、
再

徳和工業株式会社本社と従業員のみなさん
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雇
用
後
に
大
幅
に
下
が
ら
な
い
よ
う
配

慮
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
４
月
１
日

時
点
で
は
、
日
額
は
全
員
一
律
で
は
な

く
、
従
事
し
て
い
る
業
務
内
容
に
よ
っ

て
若
干
の
差
が
あ
る
。

　
賞
与
に
つ
い
て
は
、
定
年
後
も
現
役

と
支
給
率
に
は
差
を
設
け
ず
、
年
２
回

支
給
、
退
職
金
に
つ
い
て
は
、
再
雇
用

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
員
へ
70
歳

定
年
時
に
支
給
し
て
い
る
。
全
従
業
員

が
中
退
共
※ 1
か
建
退
共
※2
の
ど
ち
ら
か

に
加
入
、
会
社
独
自
の
退
職
金
規
程
も

別
途
設
け
て
お
り
、
中
退
共
ま
た
は
建

退
共
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
退
職
金

が
、
会
社
規
程
で
算
出
さ
れ
た
金
額
よ

り
も
少
な
い
退
職
者
に
は
、
差
額
を
補ほ

填て
ん

し
て
い
る
。

・
直
行
・
直
帰
に
つ
い
て

　
同
社
の
業
務
の
ほ
と
ん
ど
は
現
場
作

業
で
あ
り
、
現
場
が
常
に
変
わ
る
こ
と

か
ら
、
全
従
業
員
が
直
行
・
直
帰
を
認

め
ら
れ
て
い
る
。
以
前
は
作
業
現
場
が

居
住
地
の
近
く
に
あ
り
な
が
ら
、
遠
方

の
会
社
に
出
勤
し
て
か
ら
現
場
に
戻
っ

て
い
た
が
、
直
行
・
直
帰
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
で
通
勤
時
の
負
担
が
減
り
、
従

業
員
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
能
力
開
発
に
関
す
る
改
善

・
資
格
の
更
新

　

同
社
で
は
39
人
の
従
業
員
の
う
ち
、

大
半
が
専
門
資
格
を
有
し
て
い
る
（
２

０
１
８
年
４
月
１
日
時
点
で
、
登
録
左

官
基
幹
技
能
者
９
人
、
一
級
左
官
技
能

士
22
人
）。
左
官
技
能
士
は
受
検
資
格

と
し
て
、
１
級
は
７
年
以
上
、
２
級
は

２
年
以
上
の
実
務
経
験
が
必
要
な
資
格

で
あ
り
、
登
録
左
官
基
幹
技
能
者
は
一

級
左
官
技
能
士
の
さ
ら
に
上
位
資
格
で

あ
る
。
会
社
と
し
て
も
こ
う
し
た
資
格

取
得
に
よ
る
技
能
の
習
得
を
奨
励
し
、

取
得
に
向
け
た
講
習
の
受
講
を
す
す
め

受
講
料
の
費
用
を
負
担
し
て
い
る
。

　
前
述
の
通
り
60
歳
以
上
の
従
業
員
９

人
の
う
ち
、
資
格
を
保
有
し
て
い
る
6

人
の
従
業
員
に
は
、
定
年
後
も
保
有
資

格
の
更
新
手
続
き
を
優
先
し
て
実
施
さ

せ
、
引
き
続
き
能
力
を
保
持
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

　
な
お
左
官
業
に
お
い
て
は
、
資
格
取

得
は
も
と
よ
り
、
現
場
経
験
を
積
む
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
同
社
に
お
け
る
高

齢
従
業
員
は
い
ず
れ
も
勤
続
年
数
が
長

く
、
多
く
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
に
よ

り
、
同
社
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
戦
力
と
な
っ
て
い
る
。

・
作
業
手
順
書
の
活
用

　
経
験
豊
富
で
技
能
を
有
す
る
高
齢
従

業
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
作
業
内

容
ご
と
に
標
準
的
な
技
能
と
作
業
工
程

で
発
生
す
る
リ
ス
ク
を
ま
と
め
た
「
作

業
手
順
書
」
を
作
成
し
、
全
従
業
員
に

配
布
し
て
い
る
。「
作
業
手
順
書
」
に

高
齢
従
業
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
盛
り
込

ん
だ
こ
と
で
、「
実
践
的
な
現
場
の
教

科
書
に
な
る
」と
好
評
で
あ
る
。
ま
た
、

朝
礼
時
に
そ
の
日
の
作
業
手
順
を
確
認

す
る
際
に
活
用
し
、
作
業
の
質
と
安
全

性
を
保
つ
た
め
に
大
い
に
役
立
っ
て
い

る
。

　
手
順
書
を
作
成
す
る
前
は
、
左
官
の

技
能
に
つ
い
て
、
職
人
ご
と
の
腕
や
感

覚
に
頼
る
部
分
が
多
く
、
若
手
に
教
え

る
場
合
で
も
「
見
て
覚
え
ろ
」、「
技
を

盗
め
」
と
い
っ
た
旧
態
依
然
と
し
た
指

導
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

若
年
層
の
意
識
の
変
容
に
よ
っ
て
従
来

の
手
法
が
機
能
せ
ず
、
技
能
の
伝
承
方

高齢従業員の意見が盛り込まれた「作業手順書」

※ 1　中退共…… 中小企業退職金共済。中小企業で働く人たちのための共済制度
※ 2　建退共…… 建設業退職金共済。建設業で働く人たちのための共済制度
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法
の
見
直
し
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

作
業
手
順
書
は
そ
の
際
の
教
材
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
健
康
管
理
・
安
全
衛
生
な
ど

・
健
康
経
営
の
推
進

　
現
場
作
業
が
メ
イ
ン
で
あ
る
同
社
で

は
、
若
年
時
か
ら
の
日
々
の
健
康
づ
く

り
が
長
く
働
き
続
け
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
も
の
と
認
識
し
、
協
会
け
ん
ぽ
宮

城
支
部
が
進
め
る
「
職
場
健
康
づ
く
り

宣
言
」
制
度
に
登
録
。
全
社
的
に
「
健

康
経
営
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
健
康
診
断

　
定
期
健
康
診
断
に
お
い
て
は
、
通
常

の
検
査
項
目
と
は
別
に
、
毎
年
一
項
目

の
追
加
検
査
を
会
社
負
担
で
実
施
し
て

い
る
。
対
象
は
35
歳
以
上
と
し
、
追
加

検
査
の
項
目
は
、
頭
部
Ｃ
Ｔ
、
か
く
痰

検
査
、
前
立
腺
が
ん
検
査
な
ど
で
、
毎

年
変
更
し
て
い
る
。

・
禁
煙
の
取
組
み

　
受
動
喫
煙
防
止
宣
言
施
設
と
し
て
宮

城
県
に
登
録
し
、
事
務
所
敷
地
内
を
全

面
禁
煙
と
し
、禁
煙
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
禁
煙
宣
言
を
行
っ
た
従
業
員
に

は
、
会
社
と
会
長
か
ら
金
一
封
が
渡
さ

れ
る
。

・
安
全
衛
生
委
員
会
の
開
催

　
安
全
衛
生
委
員
会
に
お
い
て
事
故
の

未
然
防
止
を
会
議
の
主
題
に
据す

え
る
よ

う
に
し
、
高
齢
者
特
有
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
事
案
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
改
善
策

な
ど
の
意
見
を
自
由
に
出
し
て
も
ら
い
、

こ
れ
ら
の
意
見
は
可
能
な
か
ぎ
り
採
用

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
な
お
、
高
齢

に
よ
る
足
・
腰
の
筋
力
の
低
下
を
考
慮

し
、
高
齢
従
業
員
に
は
高
所
作
業
や
重

量
物
の
運
搬
な
ど
に
お
い
て
、
身
体
的

負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
を
行
っ
て

い
る
。

・
水
平
的
評
価
制
度

　
同
社
で
は
、
年
１
回
全
従
業
員
の
投

票
に
よ
り
、
安
全
衛
生
面
で
優
れ
た
行

動・実
績
を
示
し
た
者
を
選
出
す
る「
水

平
的
評
価
制
度
」
を
導
入
し
て
い
る
。

職
長
の
部
、一
般
の
部
に
分
か
れ
、も
っ

と
も
評
価
の
高
か
っ
た
者
を
表
彰
す
る
。

伸
び
盛
り
の
従
業
員
へ
の
激
励
の
意
味

も
あ
り
、
若
年
者
が
選
ば
れ
る
傾
向
が

強
い
が
、
客
観
的
な
評
価
を
受
け
る
こ

と
で
全
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
全
社
的
な
取
組
み

に
よ
り
、
同
社
は
す
べ
て
の
従
業
員
に

安
全
意
識
が
し
っ
か
り
と
根
づ
い
て
い

る
。
安
全
作
業
の
重
要
性
に
対
す
る
認

識
の
深
さ
、
積
極
的
に
事
故
防
止
に
努

め
る
行
動
に
対
し
、
元
請
け
会
社
か
ら

表
彰
を
受
け
た
従
業
員
も
い
る
。

・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
福
利
厚
生
の
充
実
を
目
ざ
し
、
季
節

ご
と
に
開
催
さ
れ
る
花
見
や
芋
煮
会
、

社
内
旅
行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

従
業
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

活
性
化
は
も
と
よ
り
、
現
場
で
の
意
思

疎
通
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
改
善
に
大
い

に
役
立
っ
て
い
る
。
世
代
を
超
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
貴
重
な

機
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
従
業
員

も
含
め
て
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
の
従
業

員
が
参
加
し
て
い
る
。

（
４
）
高
齢
従
業
員
の
声

　
同
社
の
最
高
年
齢
者
で
あ
る
Ａ
さ
ん

（
73
歳
・
男
性
）
は
、
嘱
託
と
し
て
フ

ル
タ
イ
ム
で
左
官
業
務
に
従
事
し
て
い

る
。
同
社
の
技
術
力
の
象
徴
で
あ
る
真

空
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
の
技
法
を
次
の

世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
力
を
尽
く
す

と
と
も
に
、
繁
忙
期
に
は
職
長
と
し
て

現
場
を
取
り
仕
切
る
Ａ
さ
ん
の
存
在
は

す
べ
て
の
従
業
員
を
勇
気
づ
け
て
い
る
。

　
左
官
の
技
術
力
の
伝
承
は
同
社
の
み

な
ら
ず
、業
界
、あ
る
い
は
社
会
に
と
っ

て
も
大
き
な
命
題
と
い
え
る
。
全
社
一

丸
と
な
っ
て
高
齢
者
が
若
手
と
と
も
に

い
き
い
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
を
目
ざ
し
、同
社
の
奮
闘
が
続
く
。

社内イベント「芋煮会」の様子。このほか社員旅行などのイベントも行っ
ている

社内の階段には手すりを設置するなど環境改善にも努めている


